
「新潟県人と人との絆づくり条例」に対するパブリックコメントの結果

O意見募集期間 平成 23年 1月 4日～ 1月 31日
○意見の提出者  8人 (個人・団体)
○意見の件数  13件
I反映した意見 1件、Ⅱ一音I反映した意見 O件、Ⅲ 既に記載済みのもの O件、
Ⅳ ◆後の検討課題とするもの 3件、Vその他記述を変更しなかつたもの 9件

◎ 条例素案の公表方法

(1)新聞広告にて告知後、自由民主党新潟県支部連合会ホームページヘの掲載 (2)自 由民主党新潟県支部連合会における資料の関覧及び配布 (a)市 町村長、市町村議長及び県内各種団体への資料の配布
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対応肉容

少子化対策と家庭の絆づくりには、多世代同居が大き
な役割を果たしているものと者える。多世代同居世帯
への法令による優遇措置等の支援により多世代同居の
推進を図るべきである。

施策として、どのような支援が望ましいのか、つ後の検討課題と
させてしヽただきます。

ご提案しヽただいた世代を超えた交流につしヽては、人と人との絆を
深めていくことに有用であると思われますので、絆づくりに向け
た手法の一つとして,後の検討課題とさせていただきます。

条例の概要につしヽては、すごくよしヽことと8う。条例
の趣旨を生かすためには、優れた施策を諸じなければ
ならない。そこで、体耕地等を利用して、高齢者世帯
と子育て世帯との交流のさっかけづくりとゐ互いの連
携を図り、支え合う体制の構築を目指すべきである。

人 よ人、 分は自分ではなく、人を思いやる気
ろを子ともたちに身に付けさせるこ 県民の皆さんから条例の題旨をよく理解 してもらしヽ、心豊かに安

も して暮らせる社会の実現が図られるよう努めてまいります。条 lJ」制定により取組が進むことを期待

涵登を図らなければならなしヽ。           |ま す。

す。

同時に示された「ものづくり条例」では、県は財政上

の措置を語するとあるが、「絆づくり条 lJJ」 にはその

ような規定がなしヽ。絆づくりは大変重要なことと者え

るので、同様の規定を明記 して欲 しい。明記できな tl

場合でも、財源やHS員を集中的に投入して、人と人と
の絆づくりを是非とも進めて欲 しい。

県は、絆づくりに向けて効果的な施策を実施しなければならなしヽ
と者えてしヽますが、既に複数のき8局で絆づくりに関する施策を実
施していることから、この条例では、特に財政上の措置について
は規定しませんでした。

地域の子育て環境の整備が跡要である。特に、看護や
介護など24時間365日 無休の環境のもとで働く者
にとって Ek、 例状の保育環境は非常に厳しい状況にあ

家族や反達、近所の人たちなどこの挨拶を行うことか
ら絆が生まれると忍う。学校だけではなく地1或ぐるみ
での「あいさつ運動」を行つて欲ししヽ。

この条例では、条文の中に細かな施策を盛り込みませんでした
が、人と人との絆づくりを進めるにあたっては、ご提案いただい
た「あいさつ」は重要な役割を果たすと者えられますので、絆づ
くりに向けた手法の一つとしてつ後の検討課題とさせていただき
ます。

ことつて子育て支援の充実は重要な問題であり、保育所警
D利便性を高めることも跡要な施策であると認識していま
罠lj」の理念でもある家庭や地i或社会などによる助け合い、すが、条lj」の理念でもある家庭や地i或社会などによる助け合い、

支え合しヽによって、人と人との絆を深め、愛情に満ちた子育て支
援の輪が広がるよう努めてまいります。

ご意見を反映させていただき、条例の題名、さらには条文の中に

も、できる限り「絆」という言葉を盛り込みま した。

隊妻と判断 しました。

民の既,の絆づくりに関する施策としては、学校におけるしヽし
め ,不登校等の解消と未然防止を目指した「深めよう絆県民運
動」や、毎年2月を「高齢者見會り強化月間」として県民総ぐる
みで高齢者への見會り意識の醸成を図る施策などを挙げることが
できますが、条例制定を契機として、◆後ますます、絆づくりに
関する施策を実施し、県民がb豊かに安もして暮らすことができ
る社会の実現に努めてましヽります。
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る。また、スクールバスの適用は、通学の蜜全面や父
母の負担軽減の面からの町要性は理解できるが、子供
の体力や通学途中における体験などによる情操教育の
面からは疑Po3もある。根本的な子育て支援策の充実が
図られなければならない。

いしめ、虐待、自殺、孤独死などが大きな社会問題と
なつているが、人と人との絆が大変重要になるものと
者える。問題解決のキーワードとなる「絆」という言
葉を条lJ」名や条文に多く使つて条例を作成して欲し
い 。

十人と人との絆づくりを進めるにあたっては、子どもは勿論のこ

悪差言黎喜麿;杏零電寵晶gぺき盗烹2,のお年奇り 1言と「曽尋§哲曽属督夏央春そ雪伝曇繋ヨ琶巨吾§屠唇琶曇魯壱
持つて接していくことが最重要課題であると考え、県の貢務の中
に、あえて子どもの育成 。支援に関することを盛り込みました。

家族の愛情や絆など、当たり前のことを条例化しな
ればならないことは、寂しいことである。

絆づくりの施策とは、具体的にどのような施策となる
のでしょうか。
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